
団体名 特定非営利活動法人　自立支援センターふるさとの会

代表者・連絡担当者 代表者　水田　恵　　　　連絡担当者　櫛谷（くしたに）啓

〒111-0031　東京都台東区千束4-39-6-4階

電話：03-3876-8150   FAX：03-3876-7950

E-mail：hurusato@d5.dion.ne.jp　　URL：http://www.d5.dion.ne.jp/̃hurusato/

連絡のつく曜日・時間帯：平日　10:00-18:00

設立時期 1999年10月設立　（ボランティアサークルとしては1990年から）

活動名 ホームレス支援を通した地域再生・まちづくり

主な活動場所 台東区・荒川区内の施設（拠点は敬老室とする）

最寄駅と駅からの距離 南千住駅から徒歩7分
スケジュール ＜活　動　な　ど＞　（カリキュラムは、状況や事情により変更になる場合があります）

2006年6月17･18日 事前研修会・入校式

インターン開始
＜＜前期＞＞ ・ 山谷の説明および各施設見学と事業概要の説明
・ 宿泊所や地域生活支援センターでの利用者対応、イベント手伝い
・ 敬老室での利用者対応、交流
・ 毎週日曜日のボランティアによる訪問相談活動へ参加（10時～17時）
　（上記を基本的な活動とします）

・ 山谷夏祭りのボランティア活動へ参加（8月中旬終日）
・ 山谷夏の隅田川一斉調査（路上生活者に対するアンケート調査）に参加

・ 敬老の日のイベント手伝い等
・ 避難訓練手伝い

・ NPOシンポジウム開催の手伝い・参加
・ おたのしみ演芸会の手伝い
・ 台東区ひろばまつりにてふるさとの会の出店手伝い

2006年11月頃 中間研修会
＜＜後期＞＞ ・ 越年冬祭りのボランティア活動へインターンとして参加（12/29～1/3終日）
※ボランティアの連帯構築コーディネート（ユース学習会などの企画も）

・ 年度末実績書類等作成の手伝い

7月

団体住所等

■活　動　カ　リ　キ ュ　ラ　ム 　　　

9月

8月

第4期（2006年度）ＳＳＣＳ（Small Schools for Civil Society）
インターンシップ奨励プログラム
活動カリキュラム(2006年6月～2007年6月)

■　団　体　概　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日2006年2月

団体の活動目的と活動内容

（活動目的）
路上生活者の自立（社会復帰）を目的とする団体です。ボランティアサークルふるさとの会（現ホームレス
の方への訪問相談活動と役所への同行などを行う）と連携しながら、路上から人生の最後に至るまでをサ
ポートします。
（活動内容）
①　宿泊所の運営（生活リズム訓練に対するアドバイス・投薬サポート・諸々利用者対応）
②　就労支援事業（ホームレス状態にある人に雇用の場を提供・仕事の訓練）
③　地域支援事業（施設を出た方等のアパート保証、デイサービスや安否確認等アフターケア）
④　委託事業　東京都委託「敬老室」（山谷に住む60歳以上の方の休憩室運営とイベント開催
　　　　　　　　　　　　「自立支援センター墨田寮」（仕事探しのための寮）
　　　　　　　　　　　　「巡回相談事業」（路上生活している方や地域で生活する人への訪問活動）
　　　　　　　厚生労働省委託「技能講習」（新しい技能を身につけ就労するためのあっせん）
⑤　山谷に住む方々からの相談受付・交流

【団体名：自立支援センターふるさとの会】



・ 各施設の行事（新年会・節分・お花見・遠足・演芸会等）への付き添い
・ 台東区ボランティア銀行フェスティバル参加の手伝い

2007年6月 修了報告会(4期)／入校式(5期)

■　先輩からのメッセージ

脇　清香　第3期インターン　お茶の水女子大学3年生
インターンを通して、山谷のおじさんたちから人生の生きざまを、職員の方からは人の再出発を支えるこ
とを、語りから、そしてその姿からまるごと学んでいます。きっと、人生に対する見方を180度変えるく
らいの大きな影響をあなたに与えてくれるはずです。

■　活動日・活動時間についての希望

■　団体の活動を理解するために役立つと思われる資料や情報

■　その他

■　インターンに期待すること

・ 山谷の方々や路上生活をされている方々についての理解、積極的な交流
・ 与えられた仕事を正確かつ迅速にこなす（わからなければ質問する積極性）
・ ＰＣ（ＷＯＲＤとＥＸＣＥＬとインターネット）が使えること
・ ボランティアをまとめたり、ボランティア同士の意見交換などの場つくる

総括的な受け入れ指導者名（スーパーバイザー）：佐久間　裕章

日常的な受け入れ担当者名（メンター）　　　　：櫛谷（くしたに）啓

■　先輩からのメッセージ

秋山 紅葉　第3期インターン　國學院大學3年生
自分の目で見て、身体と心で感じ、様々な声を聴くことで、自分が生きる社会と同じところで多様な人た
ちが生きていることが実感できる場所、それが山谷です。山谷に当たり前にある多様性と向き合うこと
で、きっと何かが見えてくるはずです。

・ 平日はいずれかの施設へ入っていただきます。
・ 日曜日は路上生活者への訪問相談活動・敬老室にて山谷の60歳以上の高齢者とのイベント・交流などの
活動が中心で、ほか大学等から様々なボランティアさんが集まります。意見交換や繋がりをひろげて頂きた
いので、隔週くらいで参加のシフトをくめるとよいと思います。
・ 調整はききますので、遠慮なくおっしゃってください。

（団体に関して）
・ ふるさとの会の事業概要（パンフレットもしくはホームページ）
・ 「高齢路上生活者」（ふるさとの会編者）東峰書房
・ 代表水田の論文（山谷レポートに掲載）※ふるさとの会にて配布
（山谷に関して）
・ 「アウトリーチ必要知識」資料　※ふるさとの会にて配布
・ 「山谷ブルース」（エドワード・ファウラー著・川島めぐみ訳）新潮Ｏｈ！文庫
・ 「なかま（山谷の文学作品集）」（財）城北労働・福祉センター発行　※ふるさとの会にて配布
・ 「現代棄民考」（今川　勲）田畑書店

特別な専門知識はいりません。１対１の人として、心をもって接してください。
また、積極的にこの地域とそこに生きる人々について知ろうとしてください。
様々なことや嫌なことに遭遇するかもしれませんが、経験ととらえて頑張ってください。
職員は利用者さんに対して愛情をもって心をこめて働いております。時には厳しく対応することはありますが、すべて
利用者さんの今後の人生を思ってのことです。インターンで入ってくださる方にも利用者さんを好きになって頂きたいと
思います。
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	カリキュラム　フォーマット

